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Research Areas

Research Activities

1. 宿主因子の同定による感染症と腫瘍形成の制御
2. エピジェネティクス因子の制御による腫瘍表現型
と免疫原性の制御

3. Tリンパ球分化とホーミングを制御する新規ワクチ
ン戦略の開発

4. 宿主因子制御によるウイルス誘発自己免疫疾患の
克服
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